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近年、情報化の著しい発展により青少年を取り巻くインターネット等の利用環

境が大きく変化するなど、子どもたちの育ちも大きな影響を受けています。 

その結果、青少年の規範意識やモラルの低下、コミュニケーション能力の不足

などが生じ、青少年が自分の居場所を見出せずに孤立化したり、疎外感をもった

りしています。 

このような中、自立できない状況が生まれ、少年非行や引きこもり、いじめな

どの問題が発生しています。 

号 

 

この数年は、コロナ感染症が県内各地で感染拡大した

め、少年センターでは防止対策の観点から、補導委員会と

連携して実施していた青色防犯パトロールカー（青パト）

を使用した街頭補導は中止にしました。そのため活動区域

を縮小、徒歩での活動に計画変更して今日に至りました。   

今年度は、青パトを使用した広域に及ぶ街頭補導活動を

復活するとともに徒歩での活動も継続し、青少年の非行・

不良行為の防止と学校の下校時間に交通事故や不審者か

らの被害を防止する取り組みを強化します。

 

 

令和５年度もコロナ禍で始まり、収束の目途すら立たない一年と思います。少年センター活動は、感染防止対策

を適正に行い非行少年対策事業、無職少年対策・相談事業等の取り組みはもちろんですが、非行防止・啓発事業

（街頭補導活動、非行防止教室、薬物乱用防止教室・啓発活動）を重点に置いて取り組んでいきます。 

 

県内の過去１０年間の非行・深夜徘徊や喫煙等の不良行為少年の検挙・補導人員は減少傾向にありますが、この数

年は横ばい状態で中・高生の万引きが多くなっています。また、ＳＮＳの利用をきっかけとして犯罪被害にあう子ど

もの増加が課題になっています。 

当市においては、青少年の非行防止は、幼年期の早い段階から取り組む必要性の認識のもと、道徳心、規範意識の

向上に向け「ありがとうが言える子育て運動」や「子育てのための１２か条」の推進に取り組んでいます。 

引き続き当センターの活動も少年補導委員会との連携を密にしながら、街頭補導、非行防止教室及び薬物乱用防止 

教室、街頭啓発の実施など、青少年の健全育成に向けた取り組みを行っていきます。                         

栗東市少年センター 所長 鎰廣  修 

地域密着型の街頭補導を実施 
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令和５年度は徒歩と青パトで 
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■場所は栗東郵便局近くの栗東市学習支援センター内１階です。 

● 学校生活や友だちのこと…   ● 就学や就職、家庭生活でのこと…  

● 青少年の問題行動など…    

相談受付   月～金(祝日・年末年始を除く)<午前９時３０分～午後４時> 

電話番号   077-551-0141   メール shounencenter@city.ritto.lg.jp 

     

栗東市学習支援センター 

 
令和 5 年 2 月１１日（土）午前中、草津警察署（草津

市野村 3 丁目１－１１）において、滋賀県警察本部少年

課（大津少年サポートセンター・大学生ボランティア）の

方を講師にお招きし「栗東市少年補導委員会全体研修会」

を開催しました。 

研修会には、少年補導委員会・少年センター等３３名が

参加し、前半は、少年センター所長次いで草津警察署生活

安全課少年係長から「少年補導活動・少年犯罪情勢」等々

について講話を拝聴しました。 

後半は、少年補導委員のみなさんが中学校区のグループ

に分かれて県警少年課の方から、ロールプレイによる「少

年補導活動と現場対応要領」について指導を受けました。 

参加者からは少年補導活動に役立つ内容で大変勉強に

なったと多くの声があり、研修会 

は盛況に終わりました。 

 

7月の「青少年の非行・被害防止滋賀県強調月間」は関

係機関・団体と非行防止について、11月の「滋賀県子ど

も・若者育成支援推進強調月間」・「麻薬・覚醒剤・大麻乱

用防止運動期間中」は中学生徒と非行防止及び薬物乱用防

止について、両者合同で量販店や駅前において街頭啓発活

動を予定しています。 

 

今年度は、コロナ感染防止で３年間

取り止めてきた小学６年生対象の「薬

物乱用防止教室」を 10月～１１月の

「麻薬・覚醒剤・大麻乱用防止運動」

期間に実施する予定です。 
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中学校は、前年度同様に自作の薬物乱用防止啓発リーフレットを全校 

生徒に配布したいと思っています。 

また、今年度は、非行防止教室で初発型非行のほかにＳＮＳの利用によ

る子どもの犯罪被害が増加していることから、スマホ（SNS）の正しい使

い方についての学習も検討しています。 

金勝学区少年補導委員は、1月 15日

（日曜日）コミセン金勝前に設置した

「朝のあいさつ運動」看板を塗りなおし

ました。塗りなおした看板の前で写真を

撮り、子どもたちの健全育成を願って朝

のあいさつ運動の輪を広げていく決意

を新にしました。 
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令和５年度 第１１期 少年補導委員（４０名） 

会長   三木敏嗣 

副会長  小林伊佐雄（兼幹事） 

副会長  林 好男（兼幹事） 

会計   泉 千春（兼幹事） 

監事   大前むつ子（兼幹事） 

監事   竹村 智 

幹事     三浦和法・太田雅美 

     居合妙子・林 有亮 

中村里美 

任期満了までもう一年、会長以下４０

名は少年補導委員を継続します。 
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